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島嶼研シンポジウム 

「地域を変える力－情報技術による島の振興－」 
 
平成 25 年 7 月 6 日（土）に鹿児島大学国際

島嶼教育研究センター・学術情報基盤センター

主催で鹿児島大学シンポジウム『地域を変える

力－情報技術による島の振興－』が開催されま

した。当日は 120 名を超える皆様方に御参加い

ただき、盛会となりました。 

 

 

 
会場の風景 

 

 
基調講演 

離島の情報化は変革を生み出しているか 

横山正人 

（長崎総合科学大学 環境・建築学部） 

 
離島に代表される条件不利益地域も、次第に

情報通信インフラ等の環境整備が整いつつあ

り、情報通信技術の急速な進化に伴い、地域情

報化推進に向けた新たな局面を迎えようとし

ている。実際、各地の離島では、ICT の利活用

推進に向けた様々な試みが実践されつつある。

しかし、はたして地域の課題解決や地域活性化

等、地域を変革する道具として、情報化は貢献

しているのだろうか。長崎県の離島地域を題材

にしながら、現状課題や今後の方向性について

論じてみたい。 

 

報告 

１）クラウド・コンピューティングが離島を変

える 

三友仁志 

（早稲田大学大学院 アジア太平洋研究科） 

 
「人口規模の小さい離島では、採算が取れな

いので、ICT を利用した先進的なサービスは期

待できない」と諦めていないだろうか？ 

その原因のひとつは、地域の課題を地域の中

で解決しようとしていることにあるように思

われる。限られた人口では、事業としての採算

が取れないため、良いアイデアも費用負担の問

題から、実現可能性は低い。しかし、先進的な

取組を行っている他の地域に相乗りする形で

あるいは他地域と共同で、あるいは同様の問題

を抱えるほかの離島や条件不利地域とともに

サービスを利用することで、規模の経済性を実

現し、利用可能性が高めることができる。供給

者側にとっても、供給のインセンティブが高ま

る。本発表では、教育を中心に、クラウドによ

る「相乗り効果」によって、離島にも利便性の

高いサービスの利用環境を実現するための条

件と事例を紹介する。 

 

 

 
横山先生、三友先生、升屋先生（左から） 
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会場からの質問 

 

 
２）ゼロ地域からの脱却～最先端のブロードバ

ンドアイランド 

升屋正人 

（鹿児島大学 学術情報基盤センター） 

 
3 つの有人離島からなる三島村と、7 つの有

人離島からなる十島村では、ブロードバンドの

整備が遅れていたが、最近になってようやく公

設公営方式によるサービスが開始された。三島

村では本土と結ぶ海底ケーブルを敷設し、島内

は簡易埋設 FTTH 方式による整備が行われた。

十島村では通信事業者の専用回線サービスで

本土と結び、島内は FWA 方式による整備が行

われた。これにより、三島村と十島村では全世

帯でブロードバンドサービスを利用できるよ

うになった。ブロードバンドゼロ地域からの脱

却を果たしたこれら地域の最先端の情報通信

基盤を概説する。 

 
３）教育情報化に向けた与論町と NTT グルー

プとのトライアル 

西田文比古 

（NTT ラーニングシステムズ株式会社） 

 
 鹿児島県最南端の与論町では、2011 年度から

教育クラウドやタブレット機器、電子情報ボー

ド等の ICT環境を活用した実証が進められてい

る。わが国は世界屈指のブロードバンド大国だ

が、一方で公的分野、中でも教育や医療・健康

分野などでの ICT利活用には他国に比べ遅れが

目立っていた。教育における ICT 利用シーンや

推進上の課題の抽出、共有を目指し、NTT グル

ープが全国 5 つの地域 10 の公立学校とともに

開始した「教育スクウェア×ICT」トライアル

において、与論町の 3 小学校で実践された取り

組みを紹介するとともに、島嶼部での教育にお

けるブロードバンド活用の課題と将来像を考

える。 

 
４）IT 系企業で盛り上がる奄美大島の奇跡 

勝 眞一郎 

（奄美市情報通信産業インキュベーションマ

ネージャー・サイバー大学 IT 総合学部） 

 
奄美群島の産業振興の 3本柱は、観光、農業、

情報通信である。各産業の下支えとなる情報通

信産業の集積拠点として奄美市は 2012 年 4 月

に「ICT プラザかさり」をオープンした。開所

半年で 8 室全室が埋まり、新規就業者も 15 名

を超えた。全国のインキュベーション施設で空

室が目立つ中で、どのようにしたら利用が増え

るのか、全国の自治体からの見学者も増えてい

る。奄美市の情報通信産業インキュベーション

マネージャーを務める勝が、企業誘致や仕事誘

致をどのように進めてきたのか、施設運営はど

のように行っているのかについて具体的に紹

介する。 

 

 

 
西田先生、勝先生（左から） 
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師を招聘したほか、中・高生による「喜界島に

侵入する昆虫に関する研究」についてポスター

発表を行う機会も作った。この研究は学芸主事

が 5 月、7 月と喜界島を訪れ、研究内容の方針

決定や実際の調査についての助言や支援など

を行ってきた。 

 移動博物館の抱える課題として「費用の確

保」「一過性になりやすい」などが挙げられる

が、一つでも多くの地域に出かけられるように

工夫しながら子どもたちに感動を届けられる

ように努力していきたい。 

 
金井先生、宇都先生、河合先生、山根先生、須

藤先生、司会の山本（左から） 

 

 
 

国際シンポジウム 
「柳田國男の民俗学と東アジアの『海上の道』を問い直す」 

 
平成 25 年 7 月 2 日（火）に韓国の比較民俗

学会主催、鹿児島大学国際島嶼教育研究センタ

ー共催で国際シンポジウム「柳田國男の民俗学

と東アジアの『海上の道』を問い直す」が開催

されました。当日は多数の方に御参加いただき、

盛会となりました。 

 

 
集合写真 

 
１）写真で見る奄美群島の民俗と生活（李 允

先；国際島嶼教育研究センター） 

 
２）柳田國男と『海上の道』:「海南小記の旅」

から 100 年、いま日韓でできること（梁川英俊・

鹿児島大学法文学部） 

３）喩としての『海上の道』：詩的言語の空間

想像力（鵜戸 聡・鹿児島大学法文学部） 

 
４）韓国音楽との比較を通して見る奄美島唄の

特徴と音楽語法（金 惠貞・京仁教育大学） 

 
５）奄美における防災と社会関係（孟 憲晨・

鹿児島大学法文学部） 

 
６）タンゴルとノロの社会的位相（李 京燁・

木浦大学） 

 

 
会場の風景 


